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  ジュハラは家庭の事情で中退決定 

    新規受給者はマージョリー 

－看護師志望対象「JOFPA基金奨学金」－ 

 

 

 

 

    

 
 

 

 

 

 

 

「マノボ・チボリ民族ブラクール校」近況 

 

 

 
私たちはこれまで、奨学金支援を通じて、多くの教師

を育ててきました。特に、国家試験LET の受験支援を始

めてからは、ほとんどが教職をめざすようになりました。

しかし、LET 合格者は、家族のために、給与の高いより

安定した職場である公立校の教師を選択し、CMIP の小

学校、特にナブル、バンリのような新設辺地校は、常に

教師不足問題を抱えています。（以下、CMIP校の現況） 

① アトモロック     （1-6 年生 148 名、教師 3名）  

② ラムアフス      （1-6 年生 70名、教師 3名） 

③ ナブル・カマガヤ（1-6 年生 299 名、教師 4名） 

④ バンリ           （1-4 年生 143 名、教師 2名） 

この教師不足対策と、受けた奨学金償還の意味で、

CMIP は卒業生に最低１年間の、ボランティア教師勤め

を課してきました。今年新卒の３名も、ダニロはすでに

ナブル校に赴任が決まり、カルメラ、エボニーは、9 月

の国家試験終了後に、同じく、ナブル、あるいはバンリ

等の辺地校に派遣されることになっています。 

３人とも、後輩への教育を通じて、カレッジ奨学金受

領の特典を、しっかり返還してほしいと思います。 

奨学金返還は、最低1年間のボランティア教師勤務  

新卒のダニロ、カルメラ、エボニー 

 

 一方で、PIHS 推薦による 2 名のうち、成績もよく、

JOFPA 基金奨学金で足りない分について、政府系奨学金

が決まっていたジュハラは、家庭の事情で学業継続が困

難となりました。本人の意思が固く、ナプサさんも説得

を諦めたそうです。もう一人、モナリサは、週末の活動

に参加する等、すでに PIHSの貴重な戦力になっていて、

この 6月、2年生になりました。JOFPA 基金で足りない

分は、当面会員にご協力をお願いしました。 

 

募集期間 2年とした JOFPA基金奨学金 2年目の今年、

PFP 経由で、看護師コース 2 年に在学中のマージョリー

が応募し、6月訪問時にその母親に会いました。7月から

の支給を決めて、1日付で覚書交換をしました。 

  カレッジ 13 名、ハイスクール 24 名、小学生 28 名、

計 65 名の奨学生の前年度成績（全教科の平均点）が届き

ました。 

 医大進学予備コースに学ぶジェニーの 92 点から、及第

点ぎりぎりの 75 点まで様々ですが、留年はありませんで

した。ただし、ミアソン寮ハイスクール生 7 名について

は、「課題提出を条件に進級」とあり、現地に確認しまし

た。住民に犠牲者 2 名が出たアトモロックの土地を巡る

紛争と、寮母ヘルメニア（心臓手術を支援した元奨学生）

の体調不良で、監督者不在だったことが原因とわかりま

した。紛争はほぼ解決し、寮母の件は、今後、父母が交

代で生活指導に当たることになりました。 

なお、成績を含む個々の奨学生現況報告は 8 月末まで

に支援者にお届けの予定です。 

2011年度の 2教室建設から始まった鎌ヶ谷の市民ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟ ICECK による継続支援、また、HANDS も、前号の

呼びかけに応えて下さった会員のご寄付を充当して、今

年は 27 万円を支援、少なくともあと 1教室、増築するこ

とになりました。合計 6教室になる予定です。          

来年3月には初めての卒業生を送ることになっています。 

ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ：母子家庭 7 人兄弟姉妹の長

女で、離婚した父親はビサヤ人、母親

はチボリ民族です。将来は、先住民族

学校教師の母親と同じく、レイクセブ

町の辺境にあるタシマン村のために働

きたいということです。 （写真：右） 

お詫びと訂正：前号 P2 で SCMSI 推薦の看護学生を Golda Mier

と紹介しましたが、Goldie Marie でした。2 人は双子のため、応

募用紙記入の際、現地担当者の方で取り違えがあったようです。 

 

 

1 年前、会報 78 号 P1 で詳細をお伝えのように、ブラ

クールの住民組織 MTBCA が運営する学校のハイスクー

ル部門は、生徒数減少等により、すでに閉鎖され、初等教

育機関である幼稚部併設の小学校だけが残っています。 

その運営を主に支えているのは、2002年、山口県のFOT

の会閉鎖に伴い、HANDS に加わられた皆さんで、今も

12 名が支援を継続されていて、教師 2 名分の給与にあた

る年約 11 万ペソ（約 30 万円）で、子どもたちの貴重な

教育機会を守っています。なお、ブラクールの現況詳細は、

本会報に添付して、ご支援の皆様にお届けの予定です。 

写真は、上級生の給仕

による給食タイム：会

員 5 名によるあしなが

奨学金の一部を充当し

て、昨年度、給食支援

を再開しました。以降、

欠席や、早退児童が激

減したそうです。 

ナブル・カマガヤ小、教室増築の協力に感謝！ 

 

－ CMIP奨学生の近況から － 

 


